
 
 

 
 

 
 

 

病名 インフルエンザ 咽頭結膜熱 溶連菌感染症 

主な症状 かぜよりも顕著な発熱・頭痛・

腰痛 

発熱・結膜炎・ 

咽頭炎・ 

頸部リンパ節腫脹 

突然の発熱と全身倦怠感など

によって発症。軟口蓋の苺舌

や猩紅熱などがある。 

潜伏期間 平均 2 日 

（1～4 日） 

2～14 日 2～5 日 

感染経路 飛沫・接触 飛沫・接触 飛沫・接触 

出席停止の 

期間 

発症後 5 日を経過し、かつ、

解熱後 2 日を経過するまで 

主要症状の消退後、2 日を経

過するまで 

全身状態がよければ登校は可

能 

予防法 手洗い、うがい、十分な睡眠

やバランスの良い食生活など

の一般的な予防を心がけまし

ょう。り患者は咳を介して感

染を拡大しないように、外出

を控え、必要に応じてマスク

をしましょう。 

咽頭結膜熱にかかった人との

密接な接触は避け、タオル等

の共有は避けましょう。 

手洗い、うがい、十分な睡眠

やバランスの良い食生活など

の一般的な予防を心がけまし

ょう。 

七尾市立七尾東部中学校保健室 

令和５年 1２月 １１号 

石川県では、大きな流行が発生又は継続しつつあることが疑われるため、警報を発令しました。今後、さらなる

流行の拡大や、新型コロナウイルス感染症との同時流行にも注意が必要です。こまめな手洗いや咳エチケット、換

気等、感染拡大防止対策を心がけましょう。 

●インフルエンザ警報、咽頭結膜熱警報が発令されました！ 


